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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2014 年 4 月 26 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 日中・日米関係から見た日本外交 
報告者： 田岡俊次（ジャーナリスト） 
時 間： 14:00〜17:00 
場 所： 神田校舎 13A 会議室 
参加者数：約 40 名 
共 催：NPO 現代の理論・社会フォーラム 
報告内容概略： 
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2014 年 5 月 20 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： 文化くらし面担当者が見た福島 
報告者： 山田 佳奈氏（朝日新聞東京本社文化くらし報道部記者） 
時 間： 15:00～16:30 
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2014 年 6 月 3 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： ベトナムにける日本のマンガ理解の現状：日越の比較から 
報告者： ハ・ティ・ラン・フィ氏（ベトナム社会科学院東北アジア研究所） 
時 間： 15：00～17：00 
場 所： 社会科学研究所会議室 
参加者数：11 名 
報告内容概略： 
日本発のポピュラーカルチャーである「マンガ」は、市場経済に踏み出したベトナム社
会において熱狂的に受け入れられはじめた。経営の行き詰まっていた国営の出版社が 1990
年代に売り出したのが「ドラえもん」であり、これは同社の経営回復に大きく寄与した。 
報告者はベトナムにおけるマンガの受容のされ方とその影響力について説明した。その
受容層は、青少年に限定されている。マンガ読書についての大人や社会の評価は、必ずし
も好意的なものではない。マンガは子供の読み物であり、青少年の健全な発達にネガティ
ブな影響を与えると考えられているのである。しかし大人たちの思惑とは別に、若い青年
層はコスプレを楽しんだり、マンガグッズを購入したりしている。 
一方で日本におけるマンガの文化と市場は成熟化している。マンガの読者層は広い範囲
にわたり、そのジャンルも幅広い。そうしたマンガ文化をこれからのベトナム社会がどの
ように受け入れていくことができるかどうかが、報告者の関心である。 
質疑・討論はベトナムの社会や文化をめぐって多岐にわたった。そこで報告者と聴衆の
理解を阻む壁は、日本マンガには戦前からの歴史があり、アニメやゲームなどへ幅広い文
化的影響を与え続けてきたのにたいして、ベトナムではようやく 1990 年代以降に少年少
女文化として移入されたにすぎない。このことが両者のマンガとその周辺領域についての
理解の相違として議論に現れていたように思える。いずれにせよ急激な市場化や近代化が
今後のベトナム社会にどのような影響を与えるのかを予測させる興味深い報告であった。 
記：専修大学人間科学部・嶋根克己 
 
